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■３月定例会（通常会議） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥２

■令和６年度当初予算を問う ‥‥‥‥‥‥３

■今年度の予算ココに注目 ‥‥‥‥‥‥‥‥５

■一般質問（10人が町政を問う）‥‥‥‥‥６

３ 月 定 例 会

議会だより議会だより
中土佐町中土佐町

（表紙紹介は22ページ）（表紙紹介は22ページ）

第
６
回
中
土
佐
町
立
美
術
館
大
賞
展
で
お
孫
さ
ん
を
描
い
た

「
夢
に
遊
ぶ
」
で
大
賞
を
受
賞
し
た
小
川
智
子
さ
ん

中
土
佐
町
在
住
の
人
が
大
賞
を
受
賞
し
た
の
は
初
め
て
で
す
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６
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「
令
和
６
年
度
中
土
佐
町

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
」

は
、
総
額
を
７６

億
６
５
５
０

万
円
と
す
る
も
の
。
前
年
度

と
比
較
し
て
、
９
億
９
４
４

１
万
円
（
１４

・
９
％
）
の
増

額
と
な
る
。
要
因
は
、
新
美

術
館
の
建
設
や
久
礼
小
学
校

の
長
寿
命
化
改
修
、
上
ノ
加

江
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
緊
急
離

発
着
場
整
備
と
い
う
大
型
事

業
の
計
上
に
よ
る
。

　

質
疑
で
は
、
１
人
の
議
員

が
「
土
佐
久
礼
駅
を
利
活
用

し
た
交
流
推
進
支
援
事
業
」

な
ど
重
点
施
策
と
し
て
取
り

組
む
予
算
に
つ
い
て
、
執
行

部
に
説
明
を
求
め
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

た
。

　

「
中
土
佐
町
議
会
の
議
員

に
対
す
る
期
末
手
当
の
支
給

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

は
、
特
別
職
及
び
議
員
の
期

末
手
当
を
近
隣
自
治
体
の
水

準
に
合
わ
せ
る
た
め
、
０
・

４５

カ
月
分
引
き
上
げ
る
も

の
。
町
長
４０

万
円
、
副
町
長

３０

万
円
、
教
育
長
２９

万
円
、

議
員
１２

人
で
計
１
１
９
万
円

の
増
額
と
な
る
。

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

令
和
６
年
　
中
土
佐
町
議
会

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

議案
審議

　

令
和
６
年
３
月
定
例
会
が
８
日
に
開
会
し
、
町
長
の
行
政

報
告
、
議
案
の
提
案
理
由
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１８

日
と
１９

日
は
一
般
質
問
（
Ｐ
６
か
ら
関
連
記
事
）
が
行
わ

れ
、
１０

人
の
議
員
が
町
の
課
題
を
執
行
部
に
問
い
ま
し
た
。
２５

日
に
は
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
町
長
提
出
の
議
案
２５

件
を

可
決
。
副
町
長
及
び
教
育
長
の
選
任
な
ど
同
意
３
件
を
同
意

し
、
散
会
し
ま
し
た
。

　

３
月
定
例
会
の
会
期
は
、
３
月
８
日
か
ら
５
月
３１

日
ま
で

の
８５

日
間
で
す
。

一
般
会
計
予
算

議
員
の
期
末
手
当

支
給
条
例
の
改
正

新年度予算7６.６億円
前年度より14．9％の増

新美術館の建設など大型事業を計上

各会計の予算の状況

一般会計 ７６億６５５０万円

国民健康保険特別会計 １０億４２０７万円

介護保険特別会計 １４億０８５１万円

後期高齢者医療特別会計 １億４０２４万円

簡易水道事業会計

水道事業収益
　　〃　費用

１億３６１５万円
１億３７５６万円

資本的収入
　〃　支出

１億４１１０万円
１億８５９３万円

農業集落排水事業
会計　　　　　　

農集事業収益
農集事業費用

５２２２万円
５２６４万円

資本的収入
　〃　支出

２９４万円
１８０４万円

新美術館建設予定地（左の建物は黒潮本陣）

改修工事が行われている久礼小学校（３月）



　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

は
１１

、
１２

の
両
日
、
各
課

か
ら
事
業
説
明
を
受
け
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

《 
防
　
災 
》

Ｑ　

木
造
家
屋
の
耐
震
工
事

の
未
実
施
は
把
握
し
て
い
る

か
。

Ａ　

総
務
課
長

　

昭
和
５６

年
以
前
の
建
物
に

つ
い
て
は
一
定
の
耐
震
化
率

を
出
し
て
い
る
。
能
登
半
島

地
震
で
も
木
造
家
屋
が
つ
ぶ

れ
た
事
例
が
あ
り
、
耐
震
化

を
個
々
に
呼
び
か
け
て
い

る
。

Ｑ　

事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
策
定
の
具
体
策
と
委
託

先
は
。

Ａ　

総
務
課
長

　

各
分
野
に
精
通
し
て
い
る

職
員
７
人
を
東
北
に
派
遣

し
、
地
震
・
被
災
後
の
町
づ

く
り
に
つ
い
て
の
考
え
を
ま

と
め
復
興
計
画
に
反
映
さ
せ

る
。
委
託
先
は
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
。

Ｑ　

久
礼
小
学
校
津
波
避
難

路
機
能
向
上
対
策
と
は
。

Ａ　

総
務
課
長

　

夜
間
避
難
路
が
見
え
に
く

い
と
の
声
が
あ
る
の
で
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
や
反
射
テ
ー
プ

を
巻
い
て
安
全
に
避
難
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

《 
く
ら
し 

》

Ｑ　

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
や
重
層
的
支
援
体
制

事
業
な
ど
社
協
に
委
託
す
る

も
の
が
多
い
。
連
携
協
議
は

ど
う
し
て
い
る
か
。

Ａ　

健
康
福
祉
課
長

　

毎
月
、
社
協
と
定
例
会
議

を
開
い
て
い
る
ほ
か
専
門
職

同
士
で
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
な
ど

の
会
議
を
開
い
て
い
る
。

Ｑ　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
主

眼
を
ど
こ
に
置
き
何
を
ど
う

変
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
。

Ａ　

健
康
福
祉
課
長

　

母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の

両
方
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い

く
た
め
に
人
員
を
増
員
す

る
。
職
員
の
養
成
に
も
取
り

組
む
。

Ｑ　

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
配

布
の
高
齢
者
外
出
事
業
の

ニ
ー
ズ
調
査
は
し
て
い
る

か
。

Ａ　

健
康
福
祉
課
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
券
を
取
り
に
来
た

人
に
窓
口
で
意
見
は
聞
い
て

い
る
。《 

産
　
業 

》

Ｑ　

シ
ン
・
鰹
の
國
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
組
織
体
制
は
。

Ａ　

ま
ち
づ
く
り
課
長

　

官
民
一
体
で
進
め
て
い
く
。

Ｑ　

カ
ツ
オ
学
会
と
の
連
携

は
。

Ａ　

ま
ち
づ
く
り
課
長

　

職
員
に
も
カ
ツ
オ
県
民
会

議
の
会
員
が
お
り
、
学
会
の

内
容
に
も
詳
し
い
。
学
会
と

コ
ラ
ボ
し
て
い
く
。

Ｑ　

水
稲
用
農
業
機
械
導
入

事
業
と
は
。

Ａ　

農
林
水
産
課
長

　

中
土
佐
町
が
専
用
で
使
え

る
コ
ン
バ
イ
ン
の
導
入
補
助

で
、
Ｊ
Ａ
が
管
理
す
る
こ
と

に
な
る
。

Ｑ　

レ
ン
タ
ル
畜
産
施
設
整

備
事
業
は
鶏
舎
を
増
築
す
る

も
の
だ
が
、
町
の
補
助
額
が

過
疎
債
で
、
こ
れ
か
ら
町
民

が
借
金
を
支
払
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
が
、
地
元
へ
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

Ａ　

農
林
水
産
課
長

　

地
元
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
見

つ
け
に
く
い
が
、畜
産
業
振
興

の
た
め
に
理
解
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ　

デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ク
推
進

事
業
の
具
体
的
内
容
は
。

Ａ　

ま
ち
づ
く
り
課
長

　

デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ク
は
本
町

で
も
可
能
で
、当
面
受
講
者
５

人
を
募
集
し
て
そ
の
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
て
も
ら
う
。そ
う

し
た
人
材
が
育
て
ば
定
住
や

Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
と
な
る
。

《 

観
　
光 

》

Ｑ　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

事
業
は
何
か
具
体
策
は
あ
る

か
。

Ａ　

ま
ち
づ
く
り
課
長

　

メ
ジ
カ
の
シ
ー
ズ
ン
に
は

３
時
間
も
待
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
あ
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
混

雑
を
緩
和
す
る
情
報
発
信

や
、
駐
車
場
の
需
要
調
査
な

ど
を
行
う
。

令和６年度当初予算を問う

予算
精査
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３月議会で可決された令和６年度当初予算で注目の事業を紹介します。

1,087万円
事前復興
まちづくり計画策定

　南海トラフ地震後にいち

早く復興するために地震・

津波後のまちづくりを想定

した計画を立てておきま

す。職員を東北に派遣し、そ

の意見などを基に計画を作

成します。

今年の予算今年の予算
重点施策紹介重点施策紹介

5億2,961万円
新美術館建設

　新美術館の本体工事に着手します。同時に

駐車場整備や植栽工事を行います。新美術館

のオープンは

令和７年秋を

予定していま

す。

1,133万円
デジタルワーク推進

　デジタルワーク人材を養成する講座の開催

と養成した人材にデジタ

ルの仕事を供給する仕組

みを構築します。

　習得したデジタルスキ

ルを活用してテレワーク

により自宅などで仕事が

できるようになります。

4,430万円
こどもセンター
運営

　妊娠期から青年期までの

健やかな成長をサポートし

ます。

　子育てに関する相談のほ

か、各種助成や補助も行い

ます。今年度から体制を拡

充します。

1億5,484万円
上ノ加江
ヘリポート建設

　上ノ加江・矢井賀地区は南海トラフ地震時

に長期間孤立が予想されます。空からの救

助・救援を可能

にするために上

ノ加江地区にヘ

リポートを建設

します。

4億4,051万円
久礼小学校
長寿命化工事

　２期工事として北校舎及び体育館の改修工

事を始めます。同時に、机や椅子などの備品

を購入します。現在工事中の南校舎は夏休み

明けから使用し、

全体の工事が終わ

るのは来年３月を

予定しています。

ココに
注目！

※１万円以下の端数を

　調整しています 

地方交付税
33億8500万円 
地方交付税
33億8500万円 

町税
５億0226万円
町税
５億0226万円

その他
５億6327万円
その他
５億6327万円

町債
13億3280万円
町債
13億3280万円

繰入金
７億8521万円
繰入金
７億8521万円

県支出金
４億7640万円
県支出金
４億7640万円

国庫支出金
６億2056万円
国庫支出金
６億2056万円

科目別の
予算額

自主財源
15億8949万円
自主財源
15億8949万円

依存財源
60億7601万円
依存財源
60億7601万円

自主財源・
依存財源別の

予算額

総務費
11億7248万円
総務費
11億7248万円

民生費
14億9379万円
民生費
14億9379万円

議会費
7251万円
議会費
7251万円

その他
1001万円
その他
1001万円

公債費
13億3322万円
公債費
13億3322万円

教育費
14億2583万円
教育費
14億2583万円

消防費
６億4550万円
消防費
６億4550万円

商工費
9223万円
商工費
9223万円

土木費
５億1749万円
土木費
５億1749万円

農林水産業費
４億9074万円
農林水産業費
４億9074万円

衛生費
４億1170万円
衛生費
４億1170万円

目的別の
予算額

人件費　
13億1993万円
人件費　
13億1993万円

公債費　
13億3322万円
公債費　
13億3322万円

その他　
１億9089万円
その他　
１億9089万円

投資的経費　
18億5558万円
投資的経費　
18億5558万円

補助費等　
８億6425万円
補助費等　
８億6425万円

物件費　
11億3937万円
物件費　
11億3937万円

繰出金　
５億6259万円
繰出金　
５億6259万円

扶助費　
３億9967万円
扶助費　
３億9967万円

性質別の
予算額

公
債
費

　町
の
借
金
（
町
債
）
返
済

の
た
め
の
経
費
。

　扶
助
費

　児
童
手
当
な
ど
児
童
・

高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
を

支
援
す
る
た
め
の
経
費
。

　投
資
的
経
費

　道
路
や
建
物
な
ど
の
建

設
事
業
や
用
地
の
購
入
な

ど
の
た
め
の
経
費
。

　物
件
費

　物
品
の
購
入
、
旅
費
な
ど

消
費
的
経
費
の
総
称
。

　補
助
費
等

　一
般
的
な
補
助
金
も
含

め
、
講
師
謝
金
・
保
険
料
な

ど
、
行
政
上
の
目
的
に
よ
っ

て
支
出
さ
れ
る
経
費
。

　繰
出
金

　一
般
会
計
か
ら
特
別
会

計
へ
支
出
さ
れ
る
経
費
。

一般会計予算額の状況は一般会計予算額の状況は
歳入予算

歳出予算

No.7３（令和６年５月）  中土佐町議会だより 4



３月議会で可決された令和６年度当初予算で注目の事業を紹介します。

1,087万円
事前復興
まちづくり計画策定

　南海トラフ地震後にいち

早く復興するために地震・

津波後のまちづくりを想定

した計画を立てておきま

す。職員を東北に派遣し、そ

の意見などを基に計画を作

成します。

今年の予算今年の予算
重点施策紹介重点施策紹介

5億2,961万円
新美術館建設

　新美術館の本体工事に着手します。同時に

駐車場整備や植栽工事を行います。新美術館

のオープンは

令和７年秋を

予定していま

す。

1,133万円
デジタルワーク推進

　デジタルワーク人材を養成する講座の開催

と養成した人材にデジタ

ルの仕事を供給する仕組

みを構築します。

　習得したデジタルスキ

ルを活用してテレワーク

により自宅などで仕事が

できるようになります。

4,430万円
こどもセンター
運営

　妊娠期から青年期までの

健やかな成長をサポートし

ます。

　子育てに関する相談のほ

か、各種助成や補助も行い

ます。今年度から体制を拡

充します。

1億5,484万円
上ノ加江
ヘリポート建設

　上ノ加江・矢井賀地区は南海トラフ地震時

に長期間孤立が予想されます。空からの救

助・救援を可能

にするために上

ノ加江地区にヘ

リポートを建設

します。

4億4,051万円
久礼小学校
長寿命化工事

　２期工事として北校舎及び体育館の改修工

事を始めます。同時に、机や椅子などの備品

を購入します。現在工事中の南校舎は夏休み

明けから使用し、

全体の工事が終わ

るのは来年３月を

予定しています。

ココに
注目！

※１万円以下の端数を

　調整しています 

地方交付税
33億8500万円 
地方交付税
33億8500万円 

町税
５億0226万円
町税
５億0226万円

その他
５億6327万円
その他
５億6327万円

町債
13億3280万円
町債
13億3280万円

繰入金
７億8521万円
繰入金
７億8521万円

県支出金
４億7640万円
県支出金
４億7640万円

国庫支出金
６億2056万円
国庫支出金
６億2056万円

科目別の
予算額

自主財源
15億8949万円
自主財源
15億8949万円

依存財源
60億7601万円
依存財源
60億7601万円

自主財源・
依存財源別の

予算額

総務費
11億7248万円
総務費
11億7248万円

民生費
14億9379万円
民生費
14億9379万円

議会費
7251万円
議会費
7251万円

その他
1001万円
その他
1001万円

公債費
13億3322万円
公債費
13億3322万円

教育費
14億2583万円
教育費
14億2583万円

消防費
６億4550万円
消防費
６億4550万円

商工費
9223万円
商工費
9223万円

土木費
５億1749万円
土木費
５億1749万円

農林水産業費
４億9074万円
農林水産業費
４億9074万円

衛生費
４億1170万円
衛生費
４億1170万円

目的別の
予算額

人件費　
13億1993万円
人件費　
13億1993万円

公債費　
13億3322万円
公債費　
13億3322万円

その他　
１億9089万円
その他　
１億9089万円

投資的経費　
18億5558万円
投資的経費　
18億5558万円

補助費等　
８億6425万円
補助費等　
８億6425万円

物件費　
11億3937万円
物件費　
11億3937万円

繰出金　
５億6259万円
繰出金　
５億6259万円

扶助費　
３億9967万円
扶助費　
３億9967万円

性質別の
予算額

公
債
費

　町
の
借
金
（
町
債
）
返
済

の
た
め
の
経
費
。

　扶
助
費

　児
童
手
当
な
ど
児
童
・

高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
を

支
援
す
る
た
め
の
経
費
。

　投
資
的
経
費

　道
路
や
建
物
な
ど
の
建

設
事
業
や
用
地
の
購
入
な

ど
の
た
め
の
経
費
。

　物
件
費

　物
品
の
購
入
、
旅
費
な
ど

消
費
的
経
費
の
総
称
。

　補
助
費
等

　一
般
的
な
補
助
金
も
含

め
、
講
師
謝
金
・
保
険
料
な

ど
、
行
政
上
の
目
的
に
よ
っ

て
支
出
さ
れ
る
経
費
。

　繰
出
金

　一
般
会
計
か
ら
特
別
会

計
へ
支
出
さ
れ
る
経
費
。

一般会計予算額の状況は一般会計予算額の状況は
歳入予算

歳出予算
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３月18日と19日の２日間、一般質問が行

われ、10人の議員が子育て支援、防災対

策、産業や観光など、町の諸問題を取り

上げました。

福永　守恭 ･････Ｐ13
■中山間地域再興ビジョンは

■農地利用の地域計画は

下元　良之 ･････Ｐ12
■地域商品券の有効性は

■草刈り機導入事業の評価は

窪田　和教 ･････Ｐ11
■震災で帰宅できない生徒・園児の保護は

■会計年度任用職員に人事院勧告に基づく遡及支給は

金子　裕之 ･････Ｐ10
■中土佐町独自の耐震化補助を

■事前復興まちづくり計画で人口減少対策を

中野　大地 ･････Ｐ９
■乳幼児用品の備蓄状況は

■子育て支援センター「はぐ」の休日開所を

下元　道夫 ･････Ｐ７
■現状は厳しい、町づくりの再構築を

■住宅耐震補助金の見直しを

山本　建生 ･････Ｐ８
■買い物困難問題の実態把握と対応策は

高橋　雄造 ･････Ｐ14
■災害時の情報収集は

■古い看板・立札などの見直しは

佐竹　敏彦 ･････Ｐ16
■相互災害応援協定で姉妹都市締結を

■双名島鬼伝説のアニメと八千代の詩のコラボでＰＲは

岡　伊三男 ･････Ｐ15
■上ノ加江川河川改修の遊水地の進捗は

■上ノ加江ヘリポートの候補地は ※一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたっ

て、町長などに対し疑問点をただし、所信の表

明を求めるものです。

※掲載する「一般質問」は、議員の責任で質問・答

弁を750字以内にまとめたものです。

10人の議員が一般質問10人の議員が一般質問

一 
般 
質 
問

一 
般 
質 
問

〜
町
政
を
問
う
〜

〜
町
政
を
問
う
〜

各議員のページにあるＱＲコードで、その議員のインターネット中継をご覧いただけます。ご覧になら
れる場合は、データ通信料の契約が定額制（使い放題）でない場合、高額請求される場合がありますの
でご注意ください。
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問

中
土
佐
町
は
「
鰹
乃
國
、

土
佐
の
一
本
釣
り
の
ま
ち
、

四
万
十
源
流
の
ま
ち
」
と
し

て
知
名
度
は
高
い
。
し
か
し
、

耕
作
放
棄
地
は
２
１
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
ハ

ン
マ
ー
ナ
イ
フ
（
草
刈
り
機
）

を
導
入
す
る
支
援
は
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

集
落
営

農
組
織
が
導
入
す
る
の
で
あ

れ
ば
３
分
の
２
の
補
助
が
あ

る
。ぜ
ひ
耕
作
放
棄
地
対
策
に

つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
「
米
は
赤
字
だ
」
と
い
う
の

は
、
課
長
も
ご
存
じ
の
と
お

り
だ
。
現
在
、
Ｊ
Ａ
東
と
く
し

ま
の
生
態
系
調
和
型
農
業
理

論
は
、
低
コ
ス
ト
、
高
品
質
、

多
収
量
で
食
味
値
９５
点
だ
。

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
検
討
で
き
な
い
か
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

販
売
価

格
を
上
げ
、
黒
字
化
し
て
い

く
方
向
は
間
違
い
な
い
。
農

業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

持
続
可
能
な
漁
業
に
つ
い

て
の
課
題
を
聞
く
。
製
氷
施

設
、
ド
ッ
ク
場
の
整
備
計
画

は
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

ド
ッ
ク

場
の
改
修
は
令
和
６
年
度
に

計
画
し
て
い
る
。
製
氷
施
設

は
、
令
和
７
年
度
に
補
助
金

を
活
用
し
、
整
備
を
図
り
た

い
。

問

土
佐
沖
の
カ
ツ
オ
一
本
釣

り
船
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
乗
組
員
対
策
と
「
こ
れ

以
上
カ
ツ
オ
船
は
減
ら
さ
な

い
」
何
ら
か
の
対
策
を
打
た

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

る
が
。

池
田
町
長

こ
れ
か
ら
、漁
協
、

漁
民
の
皆
さ
ん
と
話
を
し
な

が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

問

住
宅
の
耐
震
対
策
、
実
施

状
況
の
把
握
、
補
助
金
の
見

直
し
が
必
要
と
考
え
る
。
中

土
佐
町
は
、
現
在
上
限
１
２

２
万
５
千
円
。
県
も
上
限
を

１
６
５
万
円
に
増
や
す
と
い

う
。
上
げ
る
方
向
で
検
討
を
。

池
田
町
長

ま
だ
ま
だ
新
耐
震

基
準
以
前
の
家
屋
が
多
い
。

補
助
金
を
上
げ
、
耐
震
工
事

を
や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

必
要
に
な
る
。

　
笹
場
川
の
堆
積
土
砂

　
除
去
は

問

笹
場
川
の
砂
防
ダ
ム
周
辺

の
堆
積
土
砂
の
除
去
は
。

窪
田
建
設
課
長
心
得

ま
だ
ま

だ
異
常
堆
積
が
確
認
さ
れ
て

い
る
状
況
だ
。
引
き
続
き
上

流
部
に
向
け
た
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

工
事
を

発
注
す
る
予
定
で
あ
る
と
の

こ
と
で
、
町
も
県
に
対
し
て

要
望
を
行
っ
て
い
く
。

関
係
者
と
話
を
し
な
が
ら

や
っ
て
い
き
た
い

現
状
は
厳
し
い
、
町
づ
く

り
の
再
構
築
を

下

元

道

夫

下元議員の録画映像は
　　　こちらから

老朽化が進んでいる船のドック場

恵みの海が脅威に変わる。耐震化を急がねば

住宅耐震補助金の見直しを

補助金を上げることも必要
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問

久
礼
地
区
で
は
、
須
崎
の

ス
ー
パ
ー
が
週
２
回
来
て
、

食
料
品
、
肌
着
な
ど
の
販
売

を
し
て
い
る
。
ビ
コ
ッ
ト
で

以
前
に
働
い
て
い
た
人
が
、

跡
地
で
刺
身
な
ど
の
販
売
を

す
る
話
も
聞
い
た
。
実
態
を

把
握
し
て
い
る
か
。
対
応
策

は
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

高
齢
者

の
生
活
支
援
や
把
握
を
行
っ

て
い
る
。
買
い
物
に
行
け
な

い
方
に
は
、
民
間
の
サ
ー
ビ

ス
を
紹
介
し
て
い
る
。
久
礼

地
区
の
人
に
は
、
移
動
ス
ー

パ
ー
、
社
協
や
生
協
の
弁
当

配
達
の
紹
介
を
し
て
い
る
。

問

道
の
駅
や
大
正
町
市
場
に

は
地
元
の
人
は
ほ
と
ん
ど
行

か
な
い
。
大
野
見
で
は
、
買

い
物
が
で
き
な
い
た
め
住
む

こ
と
を
や
め
た
話
も
複
数
聞

い
た
。
買
い
物
は
、
過
疎
・

移
住
対
策
、
少
子
化
対
策
な

ど
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
に
関

わ
る
問
題
だ
。
実
態
の
把
握

と
対
応
策
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

こ
れ

ま
で
も
一
定
の
交
通
機
関
を

利
用
し
て
買
い
物
な
ど
し
て

き
た
と
考
え
て
い
る
。
買
い

た
い
も
の
が
手
に
入
り
に
く

い
町
の
現
状
で
は
あ
る
が
、

行
政
と
し
て
直
接
業
者
に
働

き
か
け
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

問

久
礼
の
中
心
部
の
空
き
地

に
プ
レ
ハ
ブ
で
も
建
て
て
、

何
ら
か
の
補
助
金
を
だ
し
て

農
産
物
を
販
売
す
る
方
法
も

あ
る
。
久
礼
や
上
ノ
加
江
に

は
き
ゅ
う
り
や
シ
シ
ト
ウ
な

ど
の
生
産
者
が
い
る
。
地
元

農
産
物
を
地
元
で
消
費
す
る

形
が
で
き
る
と
思
う
が
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

住
民

と
の
協
働
、
業
を
営
む
方
と

の
協
働
が
な
け
れ
ば
進
ま
な

い
。
行
政
で
で
き
る
環
境
整

備
は
や
っ
て
い
き
た
い
が
、

実
際
に
や
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

方
に
も
働
き
か
け
て
ほ
し

い
。

問

「
レ
ン
タ
ル
畜
産
施
設
等

整
備
事
業
」
に
２
７
０
０
万

円
の
町
費
を
出
し
て
い
る

が
、
地
元
に
ど
れ
だ
け
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
か
疑
問
に
思

う
。
５
年
間
で
８
人
の
孤
独

死
、
５
人
の
自
殺
者
が
出
て

い
る
。
久
礼
の
現
実
を
話
し

た
が
、
上
ノ
加
江
、
大
野
見

に
も
買
い
物
の
問
題
が
あ

る
。
具
体
的
な
対
策
案
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

地
元

で
買
え
る
、
消
費
で
き
る
そ

う
い
う
こ
と
を
や
り
た
い
人

が
い
た
ら
ま
ち
づ
く
り
課
に

相
談
し
て
ほ
し
い
。

山

本

建

生

山本議員の録画映像は
　　　こちらから

買い物困難問題の実態把握と対応策は

環境整備は進めるが住民・業者との
協働がカギになる

そ
の
他
の
質
問

▼ 

東
京
で
の
イ
ベ
ン
ト

▼ 

道
の
駅

▼ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

▼ 

防
災
対
策

町外からの移動販売（久礼地区）
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問

妊
産
婦
用
品
、
乳
幼
児
用

品
な
ど
の
備
蓄
状
況
は
。

平
田
総
務
課
長

妊
産
婦
に
限

定
し
た
資
機
材
は
な
い
。
乳

幼
児
向
け
は
、
お
む
つ
や
粉

ミ
ル
ク
、使
い
捨
て
哺
乳
瓶
、

子
ど
も
用
の
ベ
ッ
ド
な
ど
を

備
蓄
し
て
い
る
。
粉
ミ
ル
ク

に
関
し
て
は
、
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
と
い
う
形
で
備
蓄

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問

今
後
の
備
蓄
計
画
は
。

平
田
総
務
課
長

特
に
衣
類
に

関
し
て
意
見
な
ど
も
聞
き
な

が
ら
、備
蓄
を
考
え
て
い
く
。

問

液
状
化
対
策
の
現
状
や
課

題
は
。

平
田
総
務
課
長

久
礼
・
上
ノ

加
江
地
区
の
町
部
は
、
砂
州

と
い
う
土
地
で
あ
る
こ
と
か

ら
広
い
範
囲
で
液
状
化
現
象

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
住
宅
が
密
集
し
て
い
る

現
状
で
、
液
状
化
を
防
ぐ
対

策
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
最
大
の
課
題
だ
。

問

防
災
井
戸
の
設
置
は
。

平
田
総
務
課
長

防
災
井
戸
の

設
置
は
な
い
。

問

今
後
、
防
災
井
戸
や
災
害

協
力
井
戸
な
ど
の
整
備
の
計

画
は
。

池
田
町
長

各
地
区
に
あ
る
井

戸
の
数
と
か
、
そ
の
所
在
の

場
所
を
地
域
防
災
計
画
の
中

で
改
め
て
点
検
し
、
次
の
計

画
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

問

災
害
協
定
の
状
況
は
。

平
田
総
務
課
長

現
在
結
ん
で

い
る
災
害
協
定
の
総
数
は
４２

件
だ
。

問

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え

て
の
対
策
の
強
化
点
は
。

平
田
総
務
課
長

防
災
に
関
し

て
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の

バ
ラ
ン
ス
が
大
事
で
、自
助
・

共
助
の
重
要
性
に
つ
い
て
さ

ら
に
深
く
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
今
後
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
。

問

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
は
ぐ
」
の
休
日
開
所
を
望

む
声
が
多
い
が
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

夏
休
み

に
な
る
７
月
、
８
月
、
そ
し

て
冬
休
み
期
間
中
に
合
わ
せ

て
毎
日
曜
日
に
集
中
的
に
開

催
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。

問

子
育
て
世
帯
へ
の
環
境
的

支
援
の
充
実
を
。

池
田
町
長

令
和
７
年
度
か
ら

フ
ァ
ミ
サ
ポ
を
含
め
た
体
制

を
構
築
で
き
る
よ
う
年
内
に

準
備
を
進
め
る
。

粉
ミ
ル
ク
は
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
で
備
蓄
し
て
い
る

乳
幼
児
用
品
の
備
蓄
状
況
は

中

野

大

地

中野議員の録画映像は
　　　こちらから

子育て支援センター「はぐ」で交流する子どもたち

子育て支援センター

「はぐ」の休日開所を

夏休みなど毎日曜日に開催を

検討している

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

　
普
段
か
ら
食
べ
て
い
る
食

材
を
「
少
し
多
め
に
備
え
る
」

「
先
に
購
入
し
た
も
の
か
ら

食
べ
る
」「
食
べ
た
分
だ
け
補

充
す
る
」
を
繰
り
返
す
方
法
。

乳幼児用品の備蓄

衛生用品
おむつ

LL １,８４８（枚）

L ３,０２４（枚）

M ３,５８４（枚）

S ４,６０８（枚）

SS ３,１３６（枚）

おしりふき １６（個）

寝　具 ベッド ３０（個）

食器類 使い捨て哺乳瓶 １,１９７（個）

ミルク
箱 １.５年（分）

缶 １.５年（分）

令和６年１月３１日現在
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問

中
土
佐
町
は
高
齢
者
が
多

く
耐
震
補
強
の
実
施
割
合
が

低
い
。
生
活
ス
ペ
ー
ス
だ
け

で
も
守
る
個
別
の
耐
震
補
強

の
補
助
対
象
基
準
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

平
田
総
務
課
長

今
は
国
、
県

の
基
準
が
補
助
対
象
に
な
っ

て
い
る
。
今
後
の
状
況
を
踏

ま
え
考
え
て
い
く
。

問

中
土
佐
町
は
液
状
化
の
危

険
性
が
高
い
。
平
成
１２
年
以

降
の
改
正
建
築
基
準
法
を
中

土
佐
町
独
自
の
耐
震
化
の
基

準
と
し
て
は
。

平
田
総
務
課
長

耐
震
補
助
は

昭
和
５６

年
５
月
３１

日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
が
対

象
で
、
国
、
県
の
指
針
の
変

更
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い

く
。

問

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
大
野

見
地
区
に
土
砂
崩
れ
や
家
屋

倒
壊
が
起
こ
っ
た
場
合
の
救

助
体
制
は
。

平
田
総
務
課
長

道
路
啓
開
が

で
き
な
い
と
救
援
に
は
行
け

な
い
。
大
野
見
地
区
で
自
主

防
や
消
防
団
と
連
携
を
図

り
、
救
援
活
動
の
訓
練
な
ど

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計

画
の
今
後
示
さ
れ
る
計
画
で

人
口
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
被
災
前
か
ら
進
め
て
い

く
考
え
は
な
い
か
。

池
田
町
長

高
台
を
造
成
し
て

住
宅
や
産
業
を
移
す
の
は
難

し
い
。
今
行
っ
て
い
る
少
子

化
対
策
、
住
宅
施
策
を
進
め

て
い
く
。

問

人
口
減
少
対
策
総
合
交
付

金
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル

ワ
ー
ク
推
進
事
業
と
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

多
様

な
働
き
方
の
で
き
る
町
に
向

け
て
、
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
て
も
ら
い
、
町
内

で
仕
事
を
し
て
い
た
だ
け
る

環
境
を
構
築
す
る
た
め
の
事

業
だ
。

　
電
子
商
品
券
の

　
活
用
は

問

６
月
か
ら
物
価
高
騰
対
策

で
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
が

従
来
の
紙
ベ
ー
ス
と
電
子
商

品
券
の
２
種
類
が
発
行
さ
れ

る
が
、
電
子
商
品
券
の
今
後

の
活
用
計
画
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

今
回

の
活
用
実
績
や
意
見
な
ど
を

踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

金

子

裕

之

金子議員の録画映像は
　　　こちらから

中土佐町独自の

　　　耐震化補助を

国・県の指針が変われば対応する

少
子
化
対
策
や
住
宅
施
策
を

進
め
る

事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
で
人
口
減
少
対
策
を

道
路
啓
開（
ど
う
ろ
け
い
か
い
）

　
大
規
模
地
震
発
生
時
な
ど
に
、
緊
急
車
両
な
ど
の
通
行
の
た
め
、

早
急
に
最
低
限
の
が
れ
き
処
理
を
行
い
、
簡
易
な
段
差
修
正
な
ど

に
よ
り
救
援
ル
ー
ト
を
開
け
る
こ
と
。

Ｒ４.３.３１時点　耐震化率

地区名

①
住宅総数

②
空家数

③
居住実態
のある住
宅
（①−②）

④
③のうち
耐震性を
有する住
宅

⑤
居住実態
のある住
宅の耐震
化率
（④/③）

⑥
③のうち
旧耐震建
築物

⑦
⑥のうち
耐震工事
を実施し
た件数

⑧
旧耐震建
築物のう
ち耐震工
事が完了
した率
（⑦/⑥）

久礼 2,325 228 2,097 1,552 74% 786 241 31%

上ノ加江 849 138 711 464 65% 317 70 22%

矢井賀 213 59 154 85 55% 78 9 12%

大野見 753 158 595 375 63% 249 29 12%

合計 4,140 583 3,557 2,476 64% 1,430 349 24%
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問

能
登
半
島
地
震
で
は
多
く

の
集
落
が
孤
立
し
た
。
大
規

模
地
震
で
小
中
学
生
、
保
育

園
児
が
帰
宅
で
き
な
い
、
保

護
者
が
迎
え
に
来
ら
れ
な
い

場
合
の
対
応
は
。

岡
村
教
育
長

基
本
的
に
は
保

育
所
、
学
校
で
保
護
者
が
迎

え
に
来
る
ま
で
避
難
す
る
こ

と
に
な
る
。
教
職
員
、
保
育

所
職
員
が
勤
務
を
続
け
る
。

保
護
す
る
大
人
が
い
な
い
子

ど
も
を
ど
う
す
る
か
、
危
機

管
理
室
と
も
早
急
に
協
議
し

対
策
を
考
え
る
。

問

一
番
悩
ま
し
い
の
は
人
員

の
配
置
だ
と
思
う
が
、
現
時

点
で
人
員
の
配
置
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

岡
村
教
育
長

現
在
の
と
こ

ろ
、そ
れ
ぞ
れ
の
教
職
員
、保

育
士
ら
に
頼
る
し
か
な
い
。

問

以
前
の
議
会
で
電
柱
は
地

震
の
揺
れ
の
み
で
倒
壊
し
な

い
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
し
か

し
、
能
登
半
島
地
震
で
は
倒

壊
の
映
像
が
あ
っ
た
。
電
柱

倒
壊
と
そ
れ
に
備
え
た
訓
練

が
必
要
で
は
な
い
か
。

平
田
総
務
課
長

崩
壊
し
た
家

屋
が
電
柱
や
電
線
に
倒
れ
る

こ
と
で
電
柱
が
倒
れ
る
事
例

が
多
い
。
そ
の
た
め
、
耐
震

や
老
朽
家
屋
の
除
去
を
進
め

て
い
る
。
避
難
時
に
危
険
な

場
所
を
事
前
に
確
認
す
る
よ

う
啓
発
し
て
い
る
。

問

昨
年
８
月
の
人
事
院
勧
告

で
給
与
の
引
き
上
げ
が
行
わ

れ
た
。
正
職
員
は
勧
告
に

従
っ
て
遡そ

及
き
ゅ
う

支
給
が
さ
れ

た
。
会
計
年
度
任
用
職
員
に

も
遡
及
支
給
す
る
よ
う
総
務

省
は
文
書
を
出
し
た
が
、
県

内
で
は
３
分
の
１
が
改
定
し

て
い
な
か
っ
た
。
本
町
は
給

与
の
遡
及
支
給
と
期
末
手
当

の
引
き
上
げ
を
行
っ
た
と
思

う
が
確
認
す
る
。

平
田
総
務
課
長

言
わ
れ
た
通

り
遡
及
で
支
給
し
て
い
る
。

　
過
疎
地
の
妊
婦
支
援

問

こ
ど
も
家
庭
庁
は
２
０
２

４
年
度
か
ら
過
疎
地
の
妊
婦

の
出
産
前
検
診
の
交
通
費
補

助
と
出
産
を
控
え
て
ホ
テ
ル

を
利
用
す
る
場
合
に
宿
泊
費

を
補
助
す
る
。
本
町
は
す
で

に
交
通
費
を
補
助
し
て
い
る

が
、
宿
泊
費
の
自
己
負
担
分

と
付
き
添
い
人
の
宿
泊
費
を

補
助
は
で
き
な
い
か
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

子
育
て

支
援
と
い
う
こ
と
で
総
合
的

に
考
え
て
い
き
た
い
。

会計年度任用職員に人事院

勧告に基づく遡及支給は

遡及支給している

保
育
所
、
学
校
に
避
難
し
職
員
が
付
き
そ
う

震
災
で
帰
宅
で
き
な
い
生
徒
・
園
児
の

保
護
は

窪

田

和

教

窪田議員の録画映像は
　　　こちらから

役場は正職員と会計年度任用職員（臨時）がほぼ同じ人数。会計年度任用職員

の待遇改善が課題になっています。

町内には電柱が多くあり、倒壊した場合の

避難路をあらかじめ決めておくことが大事

になります。
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問

過
去
に
町
が
配
布
し
た
、

町
内
で
使
用
す
る
地
域
商
品

券
の
使
用
率
は
。

　
今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

令
和

２
年
度
の
地
域
応
援
商
品
券

の
使
用
率
は
９９

％
、
令
和
４

年
度
の
生
活
支
援
燃
料
券
は

９７

％
と
な
っ
て
い
る
。

問

商
品
券
は
期
限
や
購
入
店

が
限
定
さ
れ
、
印
刷
費
や
委

託
料
も
発
生
す
る
が
、
商
品

券
の
配
布
は
現
金
支
給
と
比

較
し
て
公
平
で
有
効
か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

町
内

の
事
業
所
支
援
と
い
う
点
か

ら
も
、
有
効
な
給
付
方
法
と

考
え
て
い
る
。

問

令
和
６
年
度
に
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
を
発
行
す
る
計

画
が
あ
る
が
販
売
見
込
み
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

全
町

民
が
購
入
す
る
と
予
想
し
て

予
算
計
上
し
て
い
る
。内
訳
は

紙
の
商
品
券
を
２５
％
分
、デ
ジ

タ
ル
商
品
券
を
７５
％
分
だ
。

問

電
子
商
品
券
の
シ
ス
テ
ム

は
今
後
何
か
に
活
用
で
き
る

か
。
ま
た
、
委
託
業
者
が
関

わ
り
続
け
る
こ
と
で
の
問
題

は
な
い
か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

今
回

の
事
業
の
結
果
や
反
応
を
見

な
が
ら
今
後
の
活
用
を
検
討

し
た
い
。
課
題
も
出
る
か
と

思
う
の
で
、
状
況
把
握
な
ど

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問

令
和
５
年
度
に
実
施
し
た

ロ
ボ
ッ
ト
草
刈
り
機
導
入
事

業
で
導
入
し
た
草
刈
り
機
の

仕
様
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

大
き

さ
は
縦
横
約
１
㍍
、重
さ
１
４

０
㌕
、刈
り
幅
５３

㌢
、操
作
は

リ
モ
コ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

問

使
用
後
の
評
価
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

作
業

速
度
は
速
く
な
い
が
、
炎
天

下
な
ど
で
は
作
業
が
楽
に
な

る
。
高
い
草
は
刈
り
取
れ
な

い
、
刈
り
取
り
後
の
む
ら
が

で
る
、
凹
凸
が
あ
る
と
困
難

な
ど
問
題
も
あ
る
が
、
慣
れ

れ
ば
活
用
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

問

今
後
、
こ
の
草
刈
り
機
の

活
用
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

団
体

を
対
象
に
、
無
料
で
の
貸
し

出
し
を
継
続
し
て
い
く
。

　
県
道
の
改
良
工
事
は

問

県
道
窪
川
船
戸
線
久
万
秋

工
区
、
県
道
窪
川
中
土
佐
線

吉
野
工
区
の
進し
ん

捗
ち
ょ
く

状
況
は
。

窪
田
建
設
課
長
心
得

久
万
秋

工
区
に
は
遅
れ
が
生
じ
て
い

る
が
、
県
は
早
期
完
了
に
向

け
て
重
点
的
に
進
捗
を
図
る

と
の
こ
と
だ
。
吉
野
工
区
の

菱
高
精
機
付
近
の
事
業
は
道

路
詳
細
設
計
な
ど
を
進
め
て

い
る
状
況
だ
。

問
題
も
あ
る
が
習
熟
す
れ
ば

活
用
で
き
る

草
刈
り
機
導
入
事
業
の

評
価
は

下

元

良

之

下元議員の録画映像は
　　　こちらから

地域商品券の有効性は

事業所支援としても
有効だ

やっと完了した県道窪川船戸線、神母野工区

（大野見神母野）

工事中の県道窪川船戸線久万秋工区

（大野見荒瀬）

河川敷の草刈り作業（大野見地区）
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問

県
の
掲
げ
る
中
山
間
地
域

再
興
ビ
ジ
ョ
ン
は
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
２
つ
か
ら
構
成
を
さ
れ

て
い
る
が
本
町
で
は
ど
の
よ

う
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

き
、
ど
の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
く
の

か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

ビ
ジ

ョ
ン
の
推
進
の
た
め
に
県
と

の
連
動
で
の
目
標
設
定
、
計

画
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
段

階
だ
。

問

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
は

当
然
、
移
住
・
定
住
者
を
増

や
し
て
い
く
施
策
が
必
要
だ

が
、
各
課
で
独
創
的
な
施
策

を
考
え
て
い
る
か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ク
事
業

を
考
え
て
い
る
。
都
市

部
限
定
と
認
識
さ
れ
て

い
た
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ク

が
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
で
本
町
で
も
可
能

で
、
若
者
や
女
性
の
定

住
や
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進

が
図
れ
る
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

町

内
に
移
住
・
定
住
す
る

従
業
員
を
雇
用
し
た
林

業
事
業
体
に
３
年
を
限
度
に

定
住
促
進
手
当
を
補
助
し
て

い
る
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

移
住
者

の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
介

護
職
や
福
祉
職
も
視
野
に
入

れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
町

内
事
業
所
の
雇
用
確
保
に
向

け
て
県
社
協
と
も
情
報
交
換

し
て
い
き
た
い
。

岡
村
教
育
長

高
校
・
大
学
進

学
で
地
元
に
帰
っ
て
こ
な
い

現
実
が
あ
る
。
ふ
る
さ
と
教

育
が
大
切
で
、
地
元
に
帰
っ

て
地
域
を
活
性
化
し
た
い
と

い
う
人
材
づ
く
り
に
力
を
入

れ
て
い
く
。

問

目
標
地
図
作
成
に
向
け
た

地
域
計
画
座
談
会
の
各
会
場

の
参
加
者
数
に
つ
い
て
聞

く
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

昨

年

１１

月
か
ら
本
年
２
月
に
か
け

て
町
内
１０

会
場
で
開
催
を
し

た
。
農
地
の
所
有
者
な
ど
３

６
９
人
に
案
内
を
し
て
１
０

８
人
が
出
席
し
た
。

問

出
席
し
て
い
な
い
地
権
者

や
農
業
者
に
今
後
ど
の
よ
う

な
形
で
周
知
し
、
作
成
し
て

い
く
の
か
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

ア
ン
ケ

ー
ト
を
地
権
者
に
送
り
一
筆

ご
と
の
状
況
を
聞
き
取
り
１０

年
後
に
ど
う
い
っ
た
方
に
任

せ
た
い
か
を
記
入
し
て
い
た

だ
く
。

問

こ
の
地
図
の
完
成
は
い
つ

頃
か
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

令
和
７

年
３
月
末
を
め
ど
に
地
域
計

画
を
策
定
し
、
公
表
を
行
う

予
定
だ
。

福

永

守

恭

福永議員の録画映像は
　　　こちらから

高知県が策定した中山間地域再興ビジョン（概要版）

地域計画座談会で話し合う出席者（令和５年１１月２８日＝大野見振興局）

中山間地域再興ビジョンは

県との連携で計画づくりを

進めている

令
和
７
年
に
公
表
予
定

農
地
利
用
の
地
域
計
画
は
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問

能
登
半
島
地
震
で
は
、
被

害
状
況
が
錯さ

く

綜そ
う

し
、
大
規
模

災
害
で
の
情
報
収
集
の
難
し

さ
と
、
重
要
性
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
が
、
本
町
の
対
策

は
。

平
田
総
務
課
長

必
要
な
情
報

は
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
に
よ
り

職
員
間
で
共
有
し
、
住
民
に

対
す
る
発
信
は
県
防
災
情
報

シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
提
供
さ

れ
る
。

問

対た
い

口こ
う

支
援
で
、
全
国
各
自

治
体
の
職
員
が
被
災
地
に
派

遣
さ
れ
た
が
、
本
町
の
対
応

は
。

平
田
総
務
課
長

本
町
か
ら
は

家
屋
被
害
調
査
と
し
て
危
機

管
理
室
の
職
員
１
人
が
、
３

月
１２

日
か
ら
３
月
２１

日
ま
で

輪
島
市
で
支
援
を
行
っ
た
。

問

今
回
の
地
震
で
、
避
難
所

の
環
境
の
悪
さ
は
依
然
と
し

て
変
わ
ら
な
い
と
一
部
で
言

わ
れ
た
が
、
本
町
で
の
捉
え

方
は
。

平
田
総
務
課
長

避
難
所
に
お

け
る
問
題
点
と
し
て
、
ト
イ

レ
、風
呂
、ま
た
臭
い
や
感
染

症
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
を
進
め
て
お
り
、

少
し
で
も
快
適
な
生
活
が
で

き
る
よ
う
備
蓄
資
機
材
の
更

新
で
は
最
新
の
情
報
を
取
り

入
れ
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

問

大
野
見
ト
ン
ネ
ル
か
ら
青

年
の
家
に
至
る
県
道
沿
い
に

古
く
な
っ
た
看
板
や
た
る
・

ポ
ー
ル
・
手
形
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
あ
る
。
景
観
上
好
ま
し

く
な
い
が
、
何
か
対
応
は
取

れ
な
い
か
。

岡
村
教
育
長

撤
去
か
新
た
に

作
成
す
る
か
を
関
係
部
署
と

相
談
し
、
対
処
し
て
い
く
。

交
通
安
全
の
標
語
が
記
さ
れ

た
看
板
な
ど
は
、
重
点
的
に

確
認
し
、
対
応
す
る
。

問

国
道
５６
号
の
久
礼
坂
第
二

ト
ン
ネ
ル
付
近
の
広
場
に
１４
、

１５
年
前
か
ら
放
置
さ
れ
た
ま

ま
の
金
属
物
が
存
在
す
る
。行

政
と
の
関
わ
り
は
。

黒
岩
町
民
環
境
課
長

道
路
管

理
者
の
担
当
部
署
に
連
絡
を

取
り
、
新
年
度
に
撤
去
な
ど

の
検
討
を
す
る
と
の
回
答
を

得
て
い
る
。

災害時の情報収集は

関係機関を活用し収集する

撤
去
な
ど
で
対
応
す
る

古
い
看
板
・
立
札
な
ど
の
見
直
し
は

高

橋

雄

造

放置されたままの金属物（国道５６号久礼坂第二

トンネル付近）

古くなった状態で設置されている交通安全看板

（県道窪川中土佐線大野見トンネル付近）

高橋議員の録画映像は
　　　こちらから

対
口
支
援

　
大
規
模
災
害
で
被
災
し
た

自
治
体
と
支
援
側
の
自
治
体

が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
復

興
に
お
け
る
各
種
支
援
を
す

る
た
め
の
手
法
。

そ
の
他
の
質
問

▼ 

生
活
保
護
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問

上
ノ
加
江
川
改
修
に
併
せ

て
行
わ
れ
る
市
野
々
の
遊
水

地
工
事
の
進し

ん

捗
ち
ょ
く

状
況
は
。

窪
田
建
設
課
長
心
得

用
地
の

関
係
な
ど
の
交
渉
が
あ
り
、

工
事
は
始
ま
っ
て
い
な
い
。

問

用
地
買
収
の
状
況
は
。

窪
田
建
設
課
長
心
得

用
地
買

収
範
囲
が
特
定
さ
れ
、
登
記

申
請
に
必
要
な
関
係
書
類
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。
令
和

６
年
度
に
は
用
地
を
取
得
し

た
い
と
県
に
伺
っ
て
い
る
。

問

計
画
内
に
あ
る
倉
庫
・
鉄

骨
ハ
ウ
ス
の
撤
去
は
。

窪
田
建
設
課
長
心
得

非
木
造
及
び
特
殊
な

構
造
で
あ
り
補
償
に

係
る
積
算
に
時
間
を

要
し
、
用
地
費
を
含

め
た
税
務
協
議
を
早

期
に
調
え
、
令
和
６

年
度
に
契
約
、
撤
去

を
行
い
た
い
と
県
に

伺
っ
て
い
る
。

問

遊
水
地
で
発
生
す

る
掘
削
土
の
処
理
場

の
確
保
は
。

窪
田
建
設
課
長
心
得

ま
だ
準

備
段
階
で
、
土
地
の
権
利
関

係
を
調
査
し
て
準
備
が
整
い

次
第
、
関
係
者
と
協
議
を
進

め
、
早
い
対
応
を
し
て
い
き

た
い
。

問

工
事
に
伴
う
橋
の
架
け
替

え
の
現
状
は
。

窪
田
建
設
課
長
心
得

須
崎
土

木
事
務
所
で
山
内
橋
、
十
田

橋
の
詳
細
設
計
委
託
業
務
を

発
注
し
て
お
り
、
下
流
部
よ

り
改
修
を
行
っ
た
後
、
橋
の

架
け
替
え
工
事
に
着
手
し
て

い
く
。

問

大
規
模
地
震
に
よ
る
県
道

の
落
石
・
崩
壊
で
上
ノ
加
江
、

矢
井
賀
地
区
の
孤
立
が
予
想

さ
れ
る
。
災
害
時
に
必
要
な

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
候
補
地
は
。

平
田
総
務
課
長

上
ノ
加
江
小

学
校
付
近
の
山
林
に
計
画
し

て
い
る
。

問

大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
発

着
が
で
き
る
用
地
確
保
は
。

平
田
総
務
課
長

用
地
の
関
係

も
あ
り
、
現
状
の
場
所
で
大

型
ヘ
リ
は
考
え
に
く
い
。

問

資
機
材
や
救
援
物
資
な
ど

の
積
み
出
し
も
で
き
る
よ

う
、
多
め
の
用
地
の
確
保
は

で
き
な
い
か
。

平
田
総
務
課
長

用
地
を
広
げ

る
の
は
難
し
い
。

　
防
災
資
機
材
倉
庫
の

　
引
き
渡
し
は

問

上
ノ
加
江
山
内
防
災
資
機

材
倉
庫
の
完
成
後
の
自
主
防

災
会
へ
の
管
理
の
引
き
渡
し

は
い
つ
頃
か
。

平
田
総
務
課
長

自
主
防
災
会

へ
は
管
理
の
委
託
に
な
る
。

時
期
は
、決
ま
っ
て
い
な
い
。

上ノ加江ヘリポートの

候補地は

小学校付近に設置する

令
和
６
年
度
に
用
地
を
取

得
し
て
進
め
る

上
ノ
加
江
川
河
川
改
修
の

遊
水
地
の
進
捗
は

岡

伊

三

男

河川改修計画に伴い撤去予定のハウス（上ノ加江山内）

岡議員の録画映像は
　　　こちらから

山頂を整地してヘリポートを建設

（上ノ加江小学校付近の山林）

上ノ加江山内地区に完成した防災資機材倉庫
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問

災
害
で
相
互
応
援
協
定
が

あ
る
が
、
そ
う
い
う
意
味
を

兼
ね
て
姉
妹
都
市
締
結
は
ど

う
か
。
宮
城
県
柴
田
町
に
、

先
祖
の
一
人
伊
達
騒
動
の
一

方
の
立
役
者
の
柴
田
外
記
朝

意
ゆ
か
り
の
子
孫
が
い
て
、

つ
な
が
り
が
あ
る
し
、
町
長

と
も
連
携
が
あ
る
。

池
田
町
長

議
員
が
交
流
の
芽

吹
き
、
種
を
ま
い
て
く
れ
て

い
る
と
思
う
。
東
北
の
震
災

を
受
け
た
地
域
、
い
ろ
ん
な

意
味
で
教
え
を
請
う
こ
と
が

多
い
。
よ
ろ
し
く
願
う
。

問

双
名
島
鬼
伝
説
の
ア
ニ
メ

「
海
に
沈
ん
だ
鬼
」
と
八
代
亜

紀
の
歌
う
「
八
千
代
の
詩
」

を
コ
ラ
ボ
し
て
鰹
乃
國
の
イ

メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
で
町
の
Ｐ
Ｒ

は
。

多
田
教
育
次
長

コ
ラ
ボ
な
ど

は
関
係
者
と
の
協
議
、
権
利

関
係
の
調
査
や
調
整
を
必
要

と
す
る
事
案
も

多
い
。
現
状
で

は
実
現
は
難
し

い
。

問

優
し
い
鬼
は

日

本

で

唯

一

だ
。
こ
の
鬼
伝

説
を
生
か
し
た

鬼
サ
ミ
ッ
ト
開

催
で
交
流
な
ど

は
ど
う
か
。

多
田
教
育
次
長

鬼
に
ま
つ
わ
る

伝
説
は
、
全
国

に
あ
る
。
ほ
か

の
自
治
体
の
鬼

に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
調
査
し
、
本
町
で

可
能
か
検
討
し
た
い
。

　
漬
物
な
ど
日
本
の
食
文

　
化
を
守
る
べ
き
で
は

問

漬
物
は
お
ふ
く
ろ
の
味
、

日
本
の
食
文
化
だ
。
田
舎
の

味
の
漬
物
が
手
に
入
り
に
く

く
な
っ
て
き
た
。
田
舎
の
文

化
な
ど
ど
う
で
も
い
い
と
い

う
視
点
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
も
う
一
度
、
ふ
る
さ

と
の
味
、
お
ふ
く
ろ
の
味
を

大
事
に
す
る
、
そ
う
い
う
文

化
を
作
り
上
げ
て
い
く
べ
き

で
は
。

池
田
町
長

ま
さ
に
同
感
だ
。

若
い
人
に
地
域
の
味
を
伝
承

し
て
も
ら
う
、
そ
う
い
う

き
っ
か
け
に
な
る
。
応
援
し

た
い
。

双名島鬼伝説のアニメと八千

代の詩のコラボでＰＲは

調整など必要で現状は難しい

震
災
を
受
け
た
町
で
教
え
を

請
う
こ
と
は
良
い

相
互
災
害
応
援
協
定
で

姉
妹
都
市
締
結
を

佐

竹

敏

彦

佐竹議員の録画映像は
　　　こちらから

アニメ「海に沈んだ鬼」はＱＲコードから見ることができます。

※画像提供：日本財団　海と日本プロジェクト／日本昔ばなし協会

柴田町で滝口茂町長（右端）らと面会（写真は訪問当時）

柴
田
外
記
朝
意
の
居
城
の
船
岡
城
跡
を
滝
口
茂
町
長
（
左
端
）
ら
と

見
学
す
る
（
写
真
は
訪
問
当
時
）

そ
の
他
の
質
問

▼ 

中
山
間
再
興
ビ
ジ
ョ
ン
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担
当
課
よ
り
、「
物
価
高
騰

対
策
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
」
及
び
「
中
土
佐
町
食

品
加
工
業
継
続
支
援
事
業
費

補
助
金
」
の
説
明
を
受
け
た
。

　

物
価
高
騰
対
策
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
事
業
は
、
町
民

の
家
計
負
担
の
軽
減
及
び
町

内
店
舗
の
支
援
と
、
併
せ
て

電
子
商
品
券
を
活
用
し
、
町

民
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は

現
段
階
で
は
、
ス
マ
ホ
に
よ

る
電
子
商
品
券
で
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
と
紙
商
品
券

で
の
支
払
い
の
２
通
り
を
考

え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

電
子
商
品
券
は
、
既
存
の

電
子
マ
ネ
ー
決
済
と
の
区
分

が
、
十
分
に
イ
メ
ー
ジ
が
で

き
な
い
の
で
事
業
者
が
決
定

さ
れ
次
第
、
再
度
具
体
的
な

説
明
を
す
る
よ
う
要
請
し

た
。

　

中
土
佐
町
食
品
加
工
業
継

続
支
援
事
業
費
補
助
金
は
、

対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
３

年
５
月
31
日
以
前
か
ら
営
業

し
て
い
る
食
品
加
工
事
業
者

で
、
町
の
補
助
率
は
３
分
の

２
以
内
と
し
、
こ
の
う
ち
県

の
補
助
率
は
２
分
の
１
以
内

と
な
る
。
補
助
対
象
者
の
確

認
を
含
め
、
説
明
会
を
開
催

す
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　

第
６
回
委
員
会
を
開
催

し
、
１
月
２
日
に
開
催
さ
れ

た
中
土
佐
町
二
十
歳
を
祝
う

会
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
基
に
調
査
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
現
在

の
動
向
や
結
婚
・
子
育
て
に

対
す
る
考
え
や
将
来
住
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
場
所
な
ど

に
つ
い
て
回
答
を
い
た
だ
い

た
。
こ
の
中
で
、
住
む
場
所

に
求
め
る
も
の
と
し
て
、
仕

事
や
住
宅
が
上
位
で
あ
っ

た
。

　

若
者
が
住
み
た
い
町
、
そ

し
て
、
帰
っ
て
き
た
い
と
思

え
る
町
に
す
る
た
め
、
本
町

に
足
ら
な
い
も
の
と
し
て
の

考
え
を
伺
う
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
自
由
回
答
で
は
、

町
に
対
す
る
要
望
な
ど
貴
重

な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
結
果
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
次
回
で
は
、
仕
事
に
つ

い
て
調
査
す
る
。

　

次
に
、
第
７
回
委
員
会
を

開
催
し
、
仕
事
を
テ
ー
マ
に

町
の
伝
統
や
文
化
を
生
か
し

て
、
新
た
な
産
業
へ
結
び
付

け
て
い
く
た
め
の
方
策
な
ど

を
協
議
し
た
。
次
回
で
は
、

住
宅
を
テ
ー
マ
に
し
て
調
査

す
る
予
定
と
し
た
。

　

３
月
定
例
会
の
初
日
、
予
算
決
算
常
任
委
員
長
、
少
子
化

対
策
特
別
委
員
長
か
ら
、
委
員
会
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

プレミアム付商品券事業などの調査を行う予算決算常任委員

（２月１日）

町の少子化を調査する少子化対策特別委員（２月２7日）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

少子化対策特別委員会

二十歳の意見を参考に
アンケート結果を基に調査

事
業
者
が
決
定
し
た
ら
説
明
を

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
な
ど
を
調
査

訂
正
し
ま
す

　

議
会
だ
よ
り
№
７２

、
１３

ペ
ー
ジ
の
総
務
教
育
常
任
委
員
会
の
活
動
報
告
で

「
５
年
生
の
授
業
で
は
、
」
と
あ
る
の
は
「
６
年
生
」
の
誤
り
で
し
た
。
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●令和６年度の予算編成

　一般会計当初予算は歳入・歳出総額 76 億 6,550

万円で前年度比 14.9％、９億 9,441 万円の増額と

なる。要因は、久礼小学校長寿命化改修事業、新

美術館建設事業、ヘリコプター緊急離発着場整備

事業を計上したため。一般財源の不足に対し、財

政調整基金約２億3,500万円取り崩して対応する。

●防災対策

　上ノ加江地区のヘリコプター緊急離発着場の工

事予算を当初に計上した。山内地区に、約 40 人

が避難可能な大規模な防災備蓄倉庫が完成する。

今後は、上ノ加江地区で維持管理をしてもらうよ

う協議していく。

●中土佐町物価高騰対策プレミアム付商品券事業

　５千円で販売し、紙の商品券で３千円、電子商

品券で５千円分のプレミアムを付与する。電子商

品券は初の試みで、高知信用金庫独自のデジタル

地域通貨「ジモッペイ」を活用する。

●こどもセンター職員の配置変更

　一般職２人を増員する。１人は新たに任用する

センター長を充て、学校教育における不登校支援

やいじめ問題に対する施策をより強化する。

●第６回中土佐町立美術館大賞展

　全国公募により119点が出品された。大賞には

久礼在住の小川智子さんの「夢に遊ぶ」が選ば

れ、町内作家初受賞の快挙を成し遂げられた。

電子商品券は初の試み
「ジモッペイ」を活用する

３月定例会で行政報告をする池田町長

　

今
号
で
は
、
令
和
５
年
３

月
定
例
会
で
濵
田
和
昭
議
員

が
質
問
し
た
「
処
理
場
の
搬

入
時
の
安
全
確
保
を
」
の
問

題
を
追
跡
し
ま
し
た
（
№
６９

Ｐ
１２
参
照
）
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問

不
燃
物
処
理
場
に
安
心

し
て
搬
入
、
荷
下
ろ
し
で

き
る
よ
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
に
な
ら
な
い
か
。

黒
岩
町
民
環
境
課
長

 

処
理
場

は
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
金
属
、
ガ
ラ
ス
片
な
ど

が
あ
り
、
雨
の
後
は
ぬ
か
る

み
、
掃
除
、
分
別
作
業
に
は

好
ま
し
く
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
。
舗
装
に
は
ど
の
よ

う
な
工
法
で
ど
の
く
ら
い
の

範
囲
と
す
る
か
検
討
す
る
。

池
田
町
長 

町
民
環
境
課
長

の
答
弁
は
「
や
る
」
と
い
う

こ
と
だ
。
十
分
状
況
を
把
握

し
て
い
る
。
町
民
の
皆
さ
ん

や
作
業
者
の
方
に
し
っ
か
り

と
対
応
す
る
。

　

令
和
５
年
６
月
定
例
会

に
七
浦
と
栂
ノ
川
の
不
燃

物
処
理
場
の
舗
装
工
事
予

算
が
計
上
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

工
事
を
行
い
、
雨
で
の
ぬ

か
る
み
の
解
消
や
散
乱
物

の
除
去
が
容
易
に
な
り
、

安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
作
業

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

コンクリートで舗装

された七浦処理場

（改良後）

そ

の

後

の

対

応

いろいろなものが散

乱する七浦処理場

（改良前）



私たちは、こんなことをしています。

≪各議員の出欠状況（令和６年２月８日～３月）≫

○・・・出席　　　●・・・欠席　　　／・・・所属委員等でない

※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみを掲載しています。

≪議長の主な活動状況（令和６年２月８日～３月）≫

議員は何をしゆうが？

●２月　　 　

　14日 高知県町村議会議長会理事会（高知市／自治会館）

　15日 高幡広域市町村圏事務組合との打ち合わせ（須崎市／高幡広域市町村圏事務組合）

　17日 拉致問題を考える国民の集いin高知（高知市／高知県立ふくし交流プラザ）

　20日 高知県町村議会議長会第75回定期総会（高知市／自治会館）

　27日 こうち人づくり広域連合議会第44回定例会（高知市／自治会館）

 後期高齢者医療広域連合議会第41回定例会（高知市／自治会館）

　28日 津野山養護老人ホーム組合議会定例会（須崎市／総合保健福祉センター）

 高陵特別養護老人ホーム組合議会定例会（須崎市／総合保健福祉センター）

 第64回高幡障害者支援施設組合議会定例会（須崎市／総合保健福祉センター）

 高幡広域市町村圏事務組合議会２月定例会（須崎市／総合保健福祉センター）

 高幡消防組合議会第161回定例会（須崎市／総合保健福祉センター）

●３月　　 　

　２日 第６回中土佐町立美術館大賞展表彰式

　28日 高幡東部清掃組合議会定例会

高知県町村議会議長会から感謝

状と記念品を受け取る中城議長

（２月20日）

中土佐町議会だより No.7３（令和６年５月） 19



全会一致の議案

しました。私は、

【しまんとコース・くろしおコース２Ｒ　36ホール】【しまんとコース・くろしおコース２Ｒ　36ホール】

パークゴルフで交流パークゴルフで交流
　３月27日（水）、「第11回中土佐町議会議長杯パークゴル

フ大会」を小草ふれあい公園で開催し、29人の参加者が親睦

を深めました。

　３月27日（水）、「第11回中土佐町議会議長杯パークゴル

フ大会」を小草ふれあい公園で開催し、29人の参加者が親睦

を深めました。

中城議長から優勝トロ

フィーを受け取った下元

啓造さん

中城議長から優勝トロ

フィーを受け取った下元

啓造さん

開会式であいさつをする中城議長開会式であいさつをする中城議長

ボールは
どこ⁉

下元　敬造さん
スコア【100】

優勝

畝原　敏男さん
スコア【102】

奥堂　　男さん
スコア【102】

準優勝

第3位

ご感想などお寄せください。

〒789‐1301 中土佐町久礼6663‐1

TEL 0889‐52‐2410  FAX 0889‐52‐4850

E-mail gikaijimu@town.nakatosa.lg.jp

議会広報に対する

ご意見を募集しています

入賞者の皆さん

おめでとうございます!!

入賞者の皆さん

おめでとうございます!!
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り
よ
だ
会
議
町
佐
土
中

発
行
／
高
知
県
中
土
佐
町
議
会
　
発
行
人
／
議
長
　
中
城
　
重
則
　
編
集
／
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

〒
７
８
９

‒

１
３
０
１
　
高
知
県
高
岡
郡
中
土
佐
町
久
礼
６
６
６
３

‒

１

電
話
（
０
８
８
９
）
５
２

‒

２
４
１
０
（
直
通
）

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
８
８
９
）
５
２

‒

４
８
５
０
（
直
通
）

き

や

ぶ

つ
　良
い
考
え
が
浮
か
び
や
す

い
場
所
を
表
す
「
三
上
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。
馬
上
、

枕
上
、
厠
上
の
三
つ
を
指
す

ら
し
い
。
ゆ
っ
た
り
と
動
く

馬
の
上
、
枕
上
は
布
団
の
中
、

厠
上
は
ト
イ
レ
の
中
ら
し
い
。

ま
た
、
集
中
し
て
知
恵
を
出

す
無
我
夢
中
、
気
分
転
換
の

散
歩
中
、
ゆ
っ
く
り
入
る
風
呂
の
中
、
の
「
三
中
」
が
あ

り
二
つ
を
合
わ
し
て
「
三
上
三
中
」
と
い
う
ら
し
い
。

　本
町
で
も
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
、
高
齢
化
に
よ
る

各
産
業
で
の
担
い
手
不
足
、
商
店
の
疲
弊
な
ど
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。
み
ん
な
で
「
三
上
三
中
」
で
知
恵
を
出
し

合
い
、
活
力
の
あ
る
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
た
い
も
の
だ
。

福
永

　守
恭

中
土
佐
町
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
　
員
　
長

　窪
田

　和
教

副
委
員
長

　山
本

　建
生

委

　
　員

　下
元

　良
之

委

　
　員

　金
子

　裕
之

委

　
　員

　濵
田

　和
昭

委

　
　員

　中
野

　大
地

2
　
絵
を
始
め
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A

　50

歳
を
過
ぎ
た
と
き
、

60
歳
に
な
っ
た
自
分
が

ど
う
な
っ
て
い
た
い
か

を
考
え
、
昔
や
っ
て
み

た
か
っ
た
油
絵
に
挑
戦

し
て
み
よ
う
と
、
高
新

文
化
教
室
の
洋
画
教
室

に
入
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

3
　 
お
孫
さ
ん
を
題
材
に

し
た
作
品
が
多
い
で
す

ね
。

A
　
孫
に
は
子
ど
も
と
は

違
っ
た
か
わ
い
さ
を
感

じ
、
何
を
し
て
い
て
も

愛
お
し
さ
を
感
じ
ま

す
。

　
　
　孫
を
描
い
て
い
る
と

き
は
自
然
と
笑
顔
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

4
　
町
の
絵
画
愛
好
家
に
ひ

と
こ
と
（
後
に
続
く
人

に
ひ
と
こ
と
）

A
　
中
土
佐
町
は
、
市
川
雅

彦
館
長
を
は
じ
め
、
多

く
の
人
の
努
力
で
「
絵

を
描
く
」
と
い
う
土
台

が
し
っ
か
り
し
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
絵
を
描

い
て
い
る
途
中
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
聞
け
る
場
所

が
あ
る
こ
と
は
私
に

と
っ
て
大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。
上
達
す

る
に
は
描
き
続
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
が
、
同

時
に
一
緒
に
切
磋
琢
磨

し
て
い
く
仲
間
た
ち
が

身
近
に
い
る
こ
と
も
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

（
今
号
の
表
紙
）

　
令
和
６
年
度
は
「
町
で
が

ん
ば
る
人
た
ち
」
を
テ
ー
マ

に
、
話
題
の
人
や
文
化
、
仕

事
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
が
ん

ば
る
人
た
ち
の
姿
を
紹
介
し

ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
１
回
目
は
、
中
土
佐
町
立

美
術
館
大
賞
展
で
大
賞
を
受

賞
し
た
小
川
智
子
さ
ん
で

す
。
小
川
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　1
　
中
土
佐
町
立
美
術
館
大

賞
展
は
今
年
で
６
回
目

で
す
が
、
初
め
て
中
土

佐
町
在
住
の
方
が
大
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

A
　
受
賞
の
知
ら
せ
を
い
た

だ
い
た
と
き
は
本
当
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
　
　皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し

い
作
品
群
の
中
で
大
賞

を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、

運
が
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

【写真説明】

上は中土佐町立美術館

大賞の授賞式で。

左は作品を講評する市川

館長。

せ
っ
さ 

た
く
ま


